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中の既往（オッズ比: 3.33, 95%信頼区間: 1.01–11.00; P=0.04）と、入院後の
BUN 上昇（3 日後の BUN 上昇のオッズ比: 1.06, 95%信頼区間: 1.01–1.11; 

















続 558 症例を、申請者が後向きに診療録から調査した。平均年齢は 76 歳、入
院時の経口抗凝固薬内服は 147名であり、入院期間の中央値は 18日であった。











 なお、本学位授与申請者は、令和 元年 8 月 20 日実施の論文内容とそれ
に関連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたも
のである。 
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